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新たな放射性医薬品の認可に伴 う

覚書について

平成 28年 9月 30日

滝沢市



1 公害防止協定の概要 (昭和 62年 6月 16日 締結 )
① 目的 地域住民の健康の保護 と生活環境の保全を図る
②アイツ トープ廃棄物の処理について  (19核 種 )
③放射線監視員会の設置について

④測定、監視及び報告について

2 経緯
昭和 62年  6月 16日  公害防止協定締結、公害防止についての覚書締結。

(19核種 )
昭和 62年  7月  9日  廃棄物搬入開始
平成  3年  4月 1ヽ5日  アイツ トープ廃棄物処理に関する覚書締 l・L。 (4核 種

追力Π。平成 27年 4月 2日 廃止 )
・平成 18年  3月 31日        〃      (1核 種追加 )

・ 平成 19年 12月 10日        〃      (1核 種追加 )

・平成 20年  3月  7日        〃      (1核 種追カロ)

3 アイ ツ トープの種類に関す る覚書 (案 )

滝沢市

とい う。)

とい う。)

第 1条

(以 下 「甲Jと い う。)と 社団法人 日本アイ ン トープ協会 (以 下 「乙 J
とは、昭和 62年 6月 16日 付公害防止に関する協定書 (以 下 「協定書 J

に関 して次のとお り覚書を交換す る。

協定書第 7条第 2項 のアイ ツ トープの種類 に 22:Raを 加 える。

第 2条  この覚書を変更 しようとす るとき、この覚書に定めていない事項、ま
たはこの覚書の解釈 について疑義が生 じた ときは、甲と乙が誠意 をもつて協

議 し、解決す るもの とす る。

この覚書締結の証 として、本書 2通 を作成 し、甲、乙、が記名押印 して、それ
ぞれ 1通 を保有す るもの とす る。
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